
　（前略）

　昭和３５年、帯広開発建設部から「十勝川河川整備１０カ年計画策定のな

かで、浚渫工事を実施することになり、道内には浚渫船を保有している企業

もなく、何とか地元企業として浚渫船を造る方向で検討してみてはどうか」

という話があった。私には、この話に積極的に取り組んでみたいという心が

湧いてきていた。

　しかし、これからが大変であった。早速、浚渫船の造船のため東京へ出向、

Ｗ製鋼所に話をもっていった。そこでは好意的に対応してくれたとはいえ、

北海道の田舎の中小企業が、いきなり船を造ってくれと言っても、当時で億

の取り引きが簡単に結ばれるはずもなく、結局、大手商社の仲立ちが必要と

なった。（中略）

　こうした経緯を踏んで交渉に３年の歳月を要し、造船に着手したのは昭和

３８年であった。船は昭和３９年５月に完成、いよいよ浚渫船を東京湾から

大津河口に運ぶことになったが、大津には岸壁がなく、また遠浅の海岸を河

口に曳航することも出来ず、結局広尾港に曳航し、しかも広尾で浚渫船を解

体し大津までの１３０キロをトラック輸送することにしたのである。

　（後略）

（株）遊佐組相談役

故・遊佐　直博さんの寄稿「浚渫船導入の思い出」


